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研究成果の概要（和文）： アジアの中で発展が急な韓国、中国、台湾、シンガポールの４ヶ

国、中国については教育特区の北京、上海、香港の理科教育の実態を調査した。

アジア各国は例外なく理科教育の充実に努めている。特に、韓国では英才教育院、科学英才

教育院において英才教育が進められていること、シンガポールでは2007年に「シンガポール大

学附属理数高校」(National University of Singapore High School of Math and Science)、

理数教育に特化した高校が開校していることが特記すべきことである。

コンピュータ教育の充実も盛んに行われている。特に、シンガポールでは国が力を入れ、コ

ンピュータはインターネット、電子黒板等多面的に利用されている。

いじめがあるのは日本で、韓国では問題になりつつある。その他の国ではこの問題はない。

３年間の本研究で、韓国、中国（北京、上海、香港）、台湾、シンガポールの研究者との交

流を深めることができ、国際シンポジウムを開催することもできて、今後の研究交流の基盤が

整備されたことは、大きな成果であった。

研究成果の概要（英文）：It was investigated that the recent reform on science education
in Korea, China (Beijing, Hong Kong, Shanghai), Taiwan and Singapore.

Every countries and areas try for substantiality of the science education without
exception. Especially, in Korea, there are Science-Intensive High Schools emphasizing
science curricula more than others and Science High Schools for in-depth education
in science, and in Singapore a new high school was founded by the government: National
University of Singapore High School of Math and Science.

The substantiality of the computer education is performed flourishingly, too. A
country lays emphasis in Singapore, and the computer is used in particular for many
sides such as the Internet, an electronic board.

The bullying “Ijime” is becoming the problem in Korea. There is not this problem
in the other countries and areas.

In this study of three years, we could deepen interchange with the researcher of
Korea, Chinese (Beijing, Shanghai, Hong Kong), Taiwan and Singapore, and could hold
an international symposium, and it was big result that a base of the future study
interchange was got ready.
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１．研究開始当初の背景

（１）国立教育政策研究所は、諸外国の教育

課程を２度にわたって調査し報告書として

まとめた（「諸外国の教育課程（１）、（２）」）。

しかしながら、この報告書では、理科教育に

関しては、韓国と台湾が未調査となっている。

さらに、中国についても発展が急な上海と香

港の調査は行われていない。また、国立教育

政策研究所の教育課程調査ではシンガポー

ルが調査されているが、概要にとどまってい

る。したがって、詳しく調査する必要が残っ

ている。

（２）これらの諸国と経済面での交流は盛ん

であるが、学術的な交流は盛んとは言い難い。

今後のアジア諸国の発展と平和のためにも、

学術の交流を盛んにすることは必要なこと

である。

２．研究の目的

本研究は、アジアの中で急速に発展して

いる韓国、中国（北京、香港、上海）、台湾、

及びシンガポールの理科教育改革の現状を

調査することを目的とする。中国については、

国を代表する都市としての北京、さらに特区

として独自に発展している香港と上海を調

査対象とする。

調査内容は、①教育課程、②授業理論と

方法、③新しい施設や教育機器の導入状況、

④理科教育に関する特別な充実政策の実状

である。

これらの諸国は、学校教育でも激烈な「競

争」が働いている国として共通性があり、そ

の点はわが国とも一致する。そこで、調査を

行うにあたって、⑤競争社会のもとで生じて

いる問題点も探り、その問題解決のために採

られている方策も明らかにする。

３．研究の方法
調査対象国は、アジアの中で発展が急な韓

国、中国、台湾、シンガポールの４ヶ国であ
る。また、中国については、特区としてそれ
ぞれ特徴的な発展をしている北京、上海、香
港とした。

研究分担者は調査対象の国・地域を分担し
て調査を行う。

４．研究成果

（１）アジアの中で発展が急な韓国、中国、

台湾、シンガポールの４ヶ国、中国について

は教育特区の北京、上海、香港の理科教育の

実態を調査した。概要は以下のようである。

（２）日本

①目標：知識と技能

②理科教育開始学年：3学年

③理科についての特別な教育：スーパーサイ

エンスハイスクールの指定校がある。

④コンピュータ教育：総合学習の中で実施さ

れている。インターネットが教室で簡単に

使えない。

⑤いじめ等：大きな問題となっている。

⑥特色：学習指導要領が「基準性」とされ、

個の能力を伸ばす教育が始まった。

（３）韓国

①目標：知識と技能

②理科教育開始学年：3学年

③理科についての特別な教育：小中学校では

英才教育、英才教育院があり、高等学校で

は釜山とソウルに科学英才高校が設置され

ている。

④コンピュータ教育：小学校では「裁量活動」

の時間に、中学校では選択科目として実施

し、インターネットは教室で自由に活用で

きる。

⑤いじめ等：次第に増加している。

⑥特色：科学英才の発掘と育成に国を挙げて

取り組んでいる。

（４）北京

①目標：知識と技能

②理科教育開始学年：3学年

③理科についての特別な教育：重点学校はあ

る。また、一部才能教育はある。しかし、

心身のバランスをとれた教育をするため、

国としては推進していない。

④コンピュータ教育：教科書にインターネッ

トで学ぶコーナーが設けられており、環境

が整った学校ではコンピュータ活用が図ら

れている。

⑤いじめ等：問題は生じていない。

⑥特色：有名校志向が強い。有名校の施設設

備は充実している。



（５）上海

①目標：知識と技能

②理科教育開始学年：3学年

③理科についての特別な教育：２－３年前か

ら、上海中学、華東師範大学第二付属中学、

復旦大学付属中学、上海交通大学付属中学

等の 高等学校で、１－２クラスの生徒に創

造的人材の育成の試みが行われている。

④コンピュータ教育：一般的に教室にはパソ

コンやプロジェクターが設置されており、

教師は授業中コンピューターを良く使用す

る。

⑤いじめ等：あまりない。

（６）香港

①目標：知識と技能

②理科教育開始学年：1学年（常識科の中で）

③理科についての特別な教育：6 つのストラ

ンドで内容構成し、科学的探究、実験、プ

ロジェクト・ワーク、フィールド・ワーク

といった多様な活動を通した学びが強く奨

励されている。

④コンピュータ教育：学校カリキュラムを構

成する９つの包括的スキルの１つに IT ス

キルが位置づけられている。

⑤いじめ等：－

⑥特色：欧米諸国の研究知見を参考に中国の

教育を射程に入れて、科学的リテラシーの

育成をめざしている。

（７）台湾

①目標：知識と技能

②理科教育開始学年：3学年(低学年は「生活」

の中にある)

③理科についての特別な教育：小・中学校は

理科と技術・家庭、PC 等の統合カリキュラ

ム。高等学校では進学校を高瞻計畫の指定

校にした。

④コンピュータ教育：巨額の国費を投入し、

電子黒板、電子教科書等が開発・導入され

ている。

⑤いじめ等：ない。

⑥特色：義務教育の延長検討や、学歴・地域

間較差の是正を模索している。

（８）シンガポール

①目標：知識と技能

②理科教育開始学年：3学年

③理科についての特別な教育：シンガポール

大学附属理数校（６年制の中等学校）を2007

年に新設した。総合教育学校 IP 校（中高一

貫校）で理数教育は重視されている。

④コンピュータ教育：国が力を入れて進めて

いる。コンピュータはインターネット、電

子黒板等多面的に利用されている。

⑤いじめ等：ない。

⑥特色：小学校卒業試験を始めとして激烈な

競争試験がある。しかし、いじめや不登校

はない。

（９）本研究の成果を、単行本にまとめて出

版した：『現代理科教育改革の特色とその具

現化』 橋本健夫、鶴岡義彦、川上昭吾（編

著）、2010年、東洋館出版社発行。また、研

究成果を論文にまとめ雑誌等で発表した。

（10）３年間の本研究で、日本と韓国、中国
（北京、上海、香港）、台湾、シンガポール
の研究者との交流を深めることができ、今後
の研究交流の基盤が整備されたことは、大き
な成果であった。
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